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 旧一般電気事業者と新電力のベースロード電源へのアクセス環境のイコールフィッティング
を図り、更なる小売競争の活性化を図る仕組みとしてベースロード市場（以下「BL市
場」という。）を創設し、2019年7月よりJEPXにおいてオークションが開始された。

 2021年7月に実施された2022年度受渡分の第1回オークション（入札期間：7月20
日～7月30日）の結果を報告する。

 なお、第1回オークションの監視結果については、電力・ガス取引監視等委員会にて、
2021年9月公開を予定されている。

はじめに





項目 内容

特徴 新電力によるBL電源へのアクセスを容易にすることを目的とし、BL電源（石炭火力・大型水力・原子
力・地熱）の電気の供出を制度的に求め、新電力が年間固定価格で購入可能

創設時期 2019年7月
市場管理者 日本卸電力取引所（JEPX）
主な取引主体 ・売入札：旧一般電気事業者、電源開発（新電力の売入札も制限されていない）

・買入札：新電力（旧一般電気事業者の自エリアが含まれる市場以外での買入札も制限されていな
い）

取引商品 燃調等のオプションを具備しない受渡期間1年の商品（受渡し開始はオークションの翌年4月）

取引方法 ・シングルプライスオークション
・受渡し年度の前年度に、年4回（7月、9月、11月、1月）オークションを開催 ※1

受渡方法 スポット取引を通じて受渡し
市場範囲 ①北海道エリア、②東日本エリア、③西日本エリアの3市場

取引単位 100kW
取引手数料 売買ともに約定した入札1件あたり10,000円（税別）

預託金 受け渡しが完了していない商品の買い代金に0.01を乗じた額 ※2

2020年度売買実績 29.1億kWh（2020年度販売電力量の0.35％）

（参考）BL市場の概要（2/2）
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※1 2021年度より、第4回として1月オークションが追加された
※2 2021年度より、日本卸電力取引所にて、預託金水準が0.01（1％）へ引下げられた
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市場環境を取り巻く変化
 2020年度の冬のように、需給がひっ迫する時間帯等においては、スポット市場価格が高くなることも

考えられ、スポット市場は大きな価格変動リスクを伴う市場であることが、改めて再認識された。
 そんな中、2021年1月の電力需給ひっ迫検証において、買手事業者のヘッジに向けた意識を高め

ていくことの重要性や、需給ひっ迫時の価格高騰リスクを軽減する観点から、ヘッジ市場を活用して
いくことの重要性が示され、事業者による市場価格の変動リスクに備えるための手段として、BL市場
の整備を行ってきた。

 事業者にとって、そのような手段をうまく活用しつつ、適切なリスク管理を行う経営が期待される。

（出所）第32回電力・ガス基本政策小委員会（2021.3.26）資料6より （出所）第50回制度検討作業部会（2021.4.26）参考資料1より
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2021年度第1回オークション取引結果







9

約定価格について
 各エリアの約定価格と基準エリア(北海道、東京、関西)のオークション直近月までの平均エリアプ
ライスを比較すると、BL約定価格が各平均エリアプライスを下回る水準で取引が行われている。

 また、過年度オークションの平均約定価格と比較して、東日本・西日本では、平均約定価格を上
回る一方、北海道では、2019年度の平均約定価格と比較して安値で取引されている。

 そうした中、東日本の約定価格は、先物市場のベースロード電力（東エリア）の直近月の価格
と同水準であった。このことは、年度の初回オークションであり、先物市場の価格も参考に、入札さ
れていたとも考えられるか。

 入札価格については、第48回制度検討作業部会(2021年3月26日)にて、回数を重ねるにつ
れ、売り/買いの価格水準の乖離が縮小する傾向があることが示されており、残りのオークションに
おいては、今回の価格も参考に入札価格の設定が行われることになるか。

商品エリア 約定価格
（参考)基準エリアの直近月までのスポット価格の平均エリアプライス

2020年7月1日～2021年6月30日(1年間分) 2021年1月1日～2021年6月30日(6か月分)

北海道 11.53 12.54 17.37

東日本 10.92 12.26 17.35

西日本 9.47 11.80 15.98

2021年度第1回オークション結果 ［円/kWh］

過年度オークションの平均約定価格（全3回の平均） ［円/kWh］

商品エリア 2019年度取引※1 2020年度取引※1

北海道 12.43 8.92

東日本 9.71 7.50

西日本 8.62 6.22
※1 各回の約定量と約定価格から、年間の加重平均価格を算出

商品 2021年度年間平均※2 直近月までの年間平均※3

東エリア 10.59 10.93

西エリア 10.17 10.02
※2 2021年7月までの取引で、2021年4月限～2022年3月限の帳入値段の加重平均にて算出
※3 2021年7月取引で、BL市場の第1回オークション時点で取引可能な一番先の限月となる2021年

10月限～2022年9月限の帳入値段の加重平均にて算出

（参考）先物市場のベースロード電力の価格 ［円/kWh］

（出所）東京商品取引所提供の情報をもとに事務局にて作成
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今後のスケジュール

 2021年度オークションは、9月に第2回、11月に第3回、1月に第4回が実施される。
（参考）今後の取引スケジュール

• （第２回）入札期間：2021年 9月20日～30日 取引実施日： 9月30日
• （第３回）入札期間：2021年11月20日～30日 取引実施日：11月30日
• （第４回）入札期間：2022年 1月18日～28日 取引実施日： 1月28日


